
６月から「土砂災害警戒情報」を発表！

避難情報が出たら速やかに行動しよう！

土砂災害等の避難基準

　愛媛県と松山気象台では６月１日から「土砂災害警戒情
報」を発表します。この情報は、大雨による土砂災害のお
それがある時に、市町村長が避難勧告等を発令する際の判
断や住民の自主避難の参考となるよう、都道府県と気象庁
が共同で発表する新たな防災情報です。
　この情報は、テレビやラジオ、愛媛県と気象庁のホーム
ページを通じてお知らせします。
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土砂災害の前兆現象が
発生した場合

区　　　　分 避難準備情報 避　難　勧　告 避　難　指　示

　災害時の避難情報は３段階に分けて発令され、避難する
ための準備を促す「避難準備情報」、避難を促す「避難勧
告」、さらに状況が悪化し、避難すべき時期が切迫した場
合の「避難指示」があります。高齢者や体の不自由な方は
避難準備情報が出た段階で避難をはじめてください。
　避難情報はテレビやラジオ、広報車や市ホームページで
お知らせします。避難情報が出ていなくても、危険を感じ
た場合は速やかに自主避難をしてください。

　災害時には隣近所の助け
合いが大きな力を発揮しま
す。隣近所に誰が住んでい
るのか知っておき、声を掛
け合うことで逃げ遅れを防
ぐことが可能です。
　市では、こうした地域で助け合って防災活動に取
り組む「自主防災組織」の結成を奨励・支援してい
ます。今後も多くの地域で結成されるよう、ご協力
をお願いいたします。

自主防災組織の結成状況（平成19年４月１日現在）
　組織率：51.0％　　組織数：143組織
地元説明会・訓練の実施状況（平成19年４月１日現在）
○説明会　平成17年度　回数：75回　参加数：2,998人
　　　　　平成18年度　回数：57回　参加数：2,766人
○訓練　　平成17年度　回数：18回　参加数：2,533人
　　　　　平成18年度　回数：38回　参加数：2,525人

　これから雨の多い時期に入り、大雨や台風による洪水・土砂災害などが
発生しやすい季節となります。風水害から身を守るため、大雨や台風など
気象の変化に日頃から関心をもつようにし、防災マップなどで地域の避難
場所や安全な避難経路を確認しておきましょう。
　　　　　　【市庁舎本館危機管理課　防災事業係　℡0897－52－1283】

最新の気象情報で早めの対策を！
　大雨や台風は、あらかじめ襲来時期や規模が気象情報な
どで予測できます。最新の気象情報をテレビやラジオ、イ
ンターネットなどで確認し、注意報や警報に注意を払って
ください。
　市では市内５カ所に雨量計を
設置し、市のホームページで雨
量状況をお知らせしています。
また、河川の橋脚などに設置し
ている量水標も降雨状況を知る
上で参考になりますので、地域
における消防団活動や自主防災
活動での水防活動にご活用くだ
さい。

　大雨警報は、大雨によって重大な災害が起こるおそ
れがある場合に発令されます。具体的には、次のいず
れかの条件に該当する場合です。

○１時間雨量が平地で50ミリ以上、山地で60ミリ
　以上、総雨量が平地で90ミリ以上、山地で110
　ミリ以上になると予想される場合。

○３時間雨量が平地で100ミリ以上、山地で150
　ミリ以上になると予想される場合。

○24時間雨量が平地で200ミリ以上、山地で350
　ミリ以上になると予想される場合。

▲市のホームページの
　雨量情報の画面。

大雨警報が発令されるとき

・がけからの水がにごる 
・がけにひびが入る 
・小石がパラパラ落ちてくる
特徴：地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、斜面が
　　　突然崩れ落ちる。

・山鳴りがする 
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる 
・川の流れがにごり、流木が混ざりはじめる
特徴：谷や斜面にたまった土・砂・石などが、集中豪雨な
　　　どの大量の水とまじり合って一気に流れ出てくる。

・地面にひび割れができる 
・沢や井戸の水がにごる 
・斜面から水が吹き出す
特徴：比較的緩やかな斜面において、粘土などのすべりや
　　　すい層を境に、その地面がズルズル動き出す。
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